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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・市沢　定吉様～食事摂取出来ている為、本日より点滴中止の指示あり。

・澤村　彬様～8/28 10:30～8/30 10:30でいちい寮へ体験外泊の予定となる。
・山地　壽々子様～食事摂取量少ない為、本日昼よりエプリッチ1本/日、メイバランスミニ5本/日(2-2-1)へ変更となる。
・木村　美智子様～排便-5日目。ケンエーG浣腸1本処方となる。
・澤田　七太郎様～臨時薬リスペリドン1.5ml→1.0ml、セニラン6mg→4mgへ減量、ルネスタ追加、他同内容で処方となる。

・田村　真紀子様～母様面会時に8月中の退院希望あり。明日主治医へ情報提供行うこととしている。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。全裸となり衣服に便器の水をしみこませて自室内を水浸しにすることあり。介入に対する抵抗は無い。開放中はホールにて書き物をして過ごされており、他者トラブル無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～終日隔離中。衣服の要求あり都度対応にて過度となる事は無い。スタッフ対面時に「なんの病気なんですか？」と聞いてくる事あるが、不穏さ無く落ち着いて話している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・袴田　将志様～時間隔離中。飲水要求頻回で飲水量調整する等介入している。内服薬に対する執着あるが、自身で納得している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　龍矢様～終日隔離中。午前午後2時間ずつ開放観察実施。開放観察開始直後「お母さんに電話してください。今日忙しくても来て欲しい。退院今日したいです」と訴えあり。本日の退院は難しい事、退院については母様との相談が必要であることを説明。説明には納得すること出来ている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。バイタルサインの異常や酸素飽和濃度の低下なし。チューブ弄りや拘束部位の循環障害なし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・上野　正志様～食事摂取1/2～1/4摂取。バイタルサイン異常なし。左股関節の疼痛継続
しており、自力体動困難。声掛けに対する疎通は良好。
・佐々木　紀美子様～右下肢の腫脹、疼痛、浸出液持続。点滴は拒否無く応じるが、時折刺入部を弄ろうとすることあり介入要している。
＜金Dr診察情報＞
・佐々木　紀美子様～臨時薬同内容で処方継続となる。また、右下腿に膿疱形成あり、ゲンタマイシン硫酸塩軟膏1本処方となる。アモキシシリンカプセルは飲みきり中止となる。また、採血結果よりCRPが前回より改善している為、他科受診せず現治療継続し様子見するとのこと。
　　　　　　　　　　不穏時のIFオーダーがリスペリドン内用液→リスペリドンOD錠へ変更となる。
・細越　勝男様～臨時薬同内容で処方となる。また、本人の状態について説明行うため、
家族面会時には金Drへ伝えるようにとの事。

・沼端　佑太様～家族から退院希望あり、明日(8/20 10:00)退院予定。退院後はあおぞら
クリニックに通院予定(初外来9/6 15:00)。退院時処方として21日分処
方となる。

・市沢　定吉様～臨時薬同内容で処方となる。
・上野　正志様～臨時薬リスペリドン内用液中止、他同内容で処方となる。また、食事摂取量にムラがある為、点滴1本/日で3日分処方となる。
　　　　　　　　下肢疼痛訴え持続している為、他科受診調整指示あり。家族と「連絡つき次第受診の方向となる。
・伏部内　ミヱ様～臨時薬同内容で処方となる。
